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　県当局におかれましては、久米島町の住民福祉の向上に格別のご高配を賜り深く感謝

いたしている次第であります。

　さて、兼城港は久米島町の海の表玄関口として、島の経済や生活を支える地方拠点港

として大きく寄与しております。

　しかし、兼城区民は、港湾が拡張されフェリー停泊位置が変更になった時点から、ば

い煙が沿岸付近住宅に飛来し、精神的、肉体的に被害が生じている現状であります。

　県においては、ばい煙・粉塵・騒音問題等、兼城区民が日々苦慮している実情と生活

不安についてご賢察の上、公害防止について何分のご処置を賜りますようお願いしま

す。

　町議会も、昨年８月２１日に兼城区民の事情聴取を行い、集落の民家を調査し、家の軒

下、窓ガラス等にすすが溜まって真っ黒くなっている状況を確認しました。

　又、県が設置した防塵ネットもそれほど効果がなく、風通しも悪く、過酷な日常生活

を強いられ、誰の目にも明らかに深刻な事態であり、住民の生活の夢は完全に破られて

います。

　去った、９月９日に兼城港ばい煙調査結果説明会がなされましたが、２～３日の調査

をしただけの説明会であり、地元が納得するまでには至っていない。

　よって、久米島町議会は、抜本的解決策として、フェリー停泊位置を以前の場所（西

側バース）に戻すことと、改めて環境アセスメントの実施を強く要請します。

　以上、決議する。

平成２０年９月２６日

沖縄県島尻郡久米島町議会

【提出先】

　　沖縄県知事
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本定例会での一般質問は、９月１１日に８名が登壇しました。

宮
田
議
員　

兼
城
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
管
理
状
況
が
悪
い
と
地
域

か
ら
の
苦
情
が
あ
る
。
ど
の
よ

う
な
委
託
管
理
契
約
な
の
か
伺

い
た
い
。

平
良
町
長　

兼
城
港
湾
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
施
設
内
外
の
管
理
及

び
清
掃
、
不
法
占
拠
物
件
の
除

去
、
管
理
日
誌
の
記
録
の
委
託

業
務
で
あ
り
ま
す
。

宮
田
議
員　

ど
の
よ
う
な
管
理

体
制
な
の
か
明
確
に
示
し
て

ほ
し
い
。

大
城
施
設
管
理
課
長　

委
託

期
間
が
一
年
更
新
、
業
務
時
間

に
つ
き
ま
し
て
は
、
午
前
七
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
、
そ
の
中

で
二
時
間
の
休
憩
と
な
っ
て
お

り
、
委
託
料
は
月
額
十
万
円
で

す
。

宮
田
議
員　

こ
こ
二
〜
三
年
以

内
の
ト
ラ
ブ
ル
、
ク
レ
ー
ム
を

調
べ
た
と
こ
ろ
ト
イ
レ
故
障
に

よ
る
使
用
禁
止
へ
の
ク
レ
ー
ム

な
ど
が
多
い
。

仲
村
渠
総
務
課
長　

ご
指
摘
の

と
お
り
不
十
分
な
点
が
あ
っ
た

こ
と
は
否
め
な
い
事
実
で
あ

る
。
今
後
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
制
度
等
を
含

め
て
、
次
年
度
に
向
け
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

宮田　 勇議員

施
設
管
理
に
つ
い
て

管
理
者
制
度
等
を
含
め
て
、

次
年
度
に
向
け
て
検
討
す
る

宮
田
議
員　

ト
ク
ジ
ム
の
鳥
の

口
の
段
階
と
手
す
り
、
頂
上
の

柵
が
腐
食
し
て
決
壊
し
危
険
で

あ
る
。
早
急
に
整
備
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
が
、
当
局
の
見
解

を
伺
い
た
い
。

平
良
町
長　

ご
指
摘
の
と
お
り

危
険
な
箇
所
が
あ
り
、
応
急
的

に
対
応
は
し
ま
し
た
が
、
大
幅
に

整
備
す
る
に
は
事
業
メ
ニ
ュ
ー

の
有
無
な
ど
す
ぐ
に
実
施
す
る

こ
と
は
非
常
に
厳
し

い
と
思
い
ま
す
。

宮
田
議
員　

こ
の
箇

所
は
大
変
景
観
の
良

い
、
ま
た
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
で

き
る
名
所
で
あ
り
ま

す
の
で
、
早
急
に
予

算
を
工
面
し
て
優
先

的
に
や
っ
て
ほ
し
い
。

平
良
町
長　

こ
の
場
所
に
つ
い

て
は
将
来
的
に
ゴ
ル
フ
場
が
で

き
な
い
か
模
索
を
し
て
い
る
最

中
で
あ
り
、
そ
の
計
画
の
中
で

整
備
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
、

観
光
関
連
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
が

探
せ
れ
ば
対
応
し
た
い
。

観
光
名
所
の
整
備
に
つ
い
て

観
光
関
連
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
が

　
　

探
せ
れ
ば
対
応
し
た
い

トクジム鳥の口（階段）
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上
里
議
員　

平
成
十
九
年
度
六

月
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
あ
じ

ま
ー
館
は
、
久
米
島
の
豊
か
な

自
然
や
文
化
、
産
業
を
地
域
の

人
々
や
島
を
訪
れ
る
観
光
客
に

紹
介
す
る
体
験
型
交
流
施
設
の

拠
点
と
し
て
、
久
米
島
町
初
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
島

の
学
校
久
米
島
」
が
運
営
を
し

て
い
る
。
現
在
の
経
営
状
況
は

…
…

平
良
町
長　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
島
の
学
校
久

米
島
」
の
平
成
十
九

年
度
経
営
状
況
は
、

収
入
が
二
八
、九
四
四

千
円
、
支
出
三
〇
、

七
二
七
千
円
で
、
一

七
八
万
三
千
円
の
単

年
度
赤
字
と
な
っ
て

お
り
、
前
期
か
ら
の

繰
越
額
が
一
〇
、
八

四
五
千
円
で
、
次
期
繰
越
収
支

差
額
は
九
、〇
六
二
千
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

単
年
度
赤
字
に
つ
い
て
は
、

法
人
設
立
年
度
並
び
に
「
あ
じ

ま
ー
館
」
の
指
定
管
理
運
営
初

年
度
に
あ
た
り
、
準
備
期
間
が

短
く
、
新
規
事
業
展
開
な
ど
の

営
業
の
出
遅
れ
が
主
な
要
因
で

あ
る
。

上
里
議
員　

入
域
観
光
客
数
は

何
万
人
を
見
込
ん
で
の
計
画

か
、
ま
た
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
現
在
の
活
動
状
況
は
。

上里総功議員

あじまー館

幸
地
議
員　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
十
七
年
度
か
ら

閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。
特
に
プ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年

度
中
で
修
繕
し
て
利
用
す
る
こ

と
で
補
正
予
算
を
確
保
し
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
活
用
せ
ず
今
日

に
至
っ
て
い
る
。
体
育
館
は
撤

去
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が

未
だ
放
置
さ
れ
て
お
り
、
今
後

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く

か
、
は
っ
き
り
し
た
考
え
を
示

し
て
ほ
し
い
。

平
良
町
長　

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
の

解
体
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
仲

里
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設
置
し

て
あ
る
バ
ッ
テ
ン
グ
ゲ
ー
ジ
の

代
用
と
し
て
、
又
通
年
に
お
い

て
町
民
が
利
用
出
来
る
施
設
と

し
て
改
修
し
活
用
す
る
考
え
で

あ
る
。
プ
ー
ル
の
修
繕
に
つ
い

て
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
十
八

年
度
は
見
送
り
十
九
年
度
予
算

要
求
の
段
階
で
設
備
の
再
度
調

査
を
行
っ
た
結

果
、
改
修
箇
所

が
増
え
予
算
の

捻
出
が
困
難
と

な
り
利
活
用
を

断
念
し
た
。

幸
地
議
員　

大

岳
小
学
校
、
清

水
小
学
校
に
は

プ
ー
ル
が
あ
る

が
旧
仲
里
側
小

学
校
四
校
に
は
、

一
箇
所
も
プ
ー

ル
が
な
い
、
不
公
平
と
は
思
わ

な
い
か
。

比
嘉
教
育
長　

町
民
の
健
康
増

進
、
子
供
達
の
泳
力
の
増
強
に

は
是
非
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。

幸地良雄議員

Ｂ＆Ｇ海洋センター

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
つ
い
て

プ
ー
ル
は
閉
鎖
し
、
体
育
館
は
改
修
し
、　

バ
ッ
テ
ン
グ
ゲ
ー
ジ
と
し
て
活
用
す
る
。

! ������������������

島の学校あじまー館について

単年度赤字経営
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仲
村
議
員　

近
年
、
小
・
中
・

高
等
学
校
の
修
学
旅
行
で
「
体

験
型
学
習
」
が
全
国
各
地
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
伊
江
村
で

は
五
年
前
か
ら
観
光
協
会
が
主

体
と
な
っ
て
民
泊
事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
今
で
は
年
間
二

万
人
を
超
え
る
修
学
旅
行
生
が

島
を
訪
れ
全
国
的
に
も
注
目
さ

れ
て
い
る
。

　

本
町
で
も
「
島
の
学
校
」
で

体
験
事
業
や
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
民

泊
事
業
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
、
副
町
長

に
伺
い
た
い
。

大
田
副
町
長　

民
泊
事
業
に
つ

い
て
は
、
観
光
振
興
の
面
で
一

つ
の
手
法
と
し
て
良
い
企
画
だ

と
思
う
。
久
米
島
に
お
け
る
民

泊
施
設
の
現
状
は
、
ホ
テ
ル
や

民
宿
等
の
稼
働
率
が
ま
だ
ま
だ

で
あ
り
、
そ
の
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
民

泊
事
業
導
入
に
つ
い
て
は
、
観

光
商
品
造
成
の
中
に
お
い
て
関

係
者
で
協
議
を
重
ね
て
い
き
た

い
。

仲
村
議
員　

冠
婚
葬
祭
の
簡
素

化
に
つ
い
て
は
、
町
婦
人
会
が

中
心
と
な
っ
て
推
進
し
て
き
た

が
、
各
字
の
習
慣
の
違
い
が
あ
っ

て
完
全
に
定
着
さ
れ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
島
を
統
一
し
た

冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
に
定
着
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

行
政
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
す

る
考
え
は
な
い
か
、
町
長
に
伺

い
た
い
。

平
良
町
長　

冠
婚
葬
祭
の
簡
素

化
に
つ
て
い
は
、
町
と
し
て
も

非
常
に
必
要
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
。
推
進
に
つ
い
て
は
、

民
間
レ
ベ
ル
で
進
め
て
い
っ
た

方
が
よ
い
と
考
え
る
。
婦
人
会

が
中
心
に
な
っ
て
区
長
会
、
老

人
ク
ラ
ブ
、
青
年
会
等
の
各
団

体
と
連
携
し
て
運
動
を
広
げ
て

い
け
る
よ
う
行
政
も
支
援
し
た

い
。

冠婚葬祭の簡素化について

各団体と連携し運動を広げていけるよう支援したい

民
泊
事
業
に
つ
い
て

観
光
商
品
造
成
の
中
に
お
い
て

　

関
係
者
で
協
議
す
る

仲村昌慧議員

久米島町議会事務局（098）985－7128

ɹ࣍ճͷఆྫձɺ��݄��ʙ��ͷ༧ఆͰ͢ɻௌ͝رͷํɺ

ٞձࣄہ·Ͱ͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ

ɹٞձͷ͝ҙݟɺ͝ཁͳͲซͤͯঝ͓ͬͯΓ·͢ɻ



ٞձௌͷ͝Ҋ



久米島町議会だより　6

崎
村
議
員　

こ
こ
数
年
、
島
の

山
中
で
カ
ブ
ト
ム
シ
、
ク
ワ
ガ

タ
ム
シ
の
姿
が
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
お
り
、
久
米
島
産
の
ク

ワ
ガ
タ
が
販
売
目
的
な
の
か
不

明
だ
が
大
量
に
島
外
に
持
ち
出

さ
れ
て
い
る
情
報
が
あ
る
。
希

少
な
生
物
と
言
わ
れ
て
お
り
、

島
の
財
産
、
宝
で
す
。
わ
ず
か

な
面
積
の
島
で
乱
獲
が
見
逃
さ

れ
て
い
る
と
す
れ
ば
即
、
絶
滅

に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
行

政
と
し
て
早
急
に
調
査
し
保
護

対
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
と
思
う
。

当
局
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

比
嘉
教
育
長　

今
後
の
対
策
と

し
て
、
文
化
財
、
環
境
保
全
、

自
然
公
園
法
等
の
関
連
法
に
よ

り
規
制
が
可
能
か
ど
う
か
、
県

の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

崎
村
議
員　

県
の
指
導
を
仰
ぐ

ま
で
も
な
く
町
独
自
に
調
査
分

析
し
、
激
減
が
確
認
で
き
れ
ば

増
殖
す
る
な
ど
早
急
な
監
視
及

び
対
策
は
と
れ
な
い
も
の
な
の

か
、
質
問
趣
旨
の
島
外
へ
の
不

法
持
ち
出
し
に
つ
い
て
焦
点
を

絞
っ
て
、
ぜ
ひ
早
め
の
対
策
を

お
願
い
し
た
い
。

崎村正明議員

崎
村
議
員　

!
図
書
購
入
費
が

各
学
校
に
ど
の
よ
う
に
配
分
さ

れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
場

合
の
基
準
・
方
針
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。
!
各
学
校

が
整
備
す
べ
き
蔵
書
は
十
分
か
。

比
嘉
教
育
長　

予
算
配
分
は
企

画
財
政
課
よ
り
毎
年
示
さ
れ
た

枠
配
分
内
で
予
算
編
成
し
図
書

購
入
費
は
、
一
律
の
基
本
額
を

基
に
生
徒
数
を
考
慮
し
て
予
算

編
成
を
行
い
、
ま
た
、
各
学
校

の
整
備
す
べ
き
標
準
は
十
分
基

準
を
満
た
し
て
い
る
。

崎
村
議
員　

枠
配
分
は
い
く
ら

か
。

佐
久
田
教
育
課
長　

教
育
課
及

び
自
然
文
化
セ
ン
タ
ー
を
含
め

て
四
千
六
百
万
余
り
あ
り
、
両

課
で
必
要
に
応
じ
て
予
算
編
成

し
て
い
る
。

崎
村
議
員　

標
準
冊
数
は
十
分

基
準
を
満
た
し
て
い
る
根
拠
は

何
か
。

佐
久
田
教
育
課
長　

国
が
定
め

る
標
準
冊
数
以
下
の
学
校
は
な

く
、
多
い
と
こ
ろ
で
約
三
倍
と

か
一
・
五
倍
と
十
分
基
準
を
満

た
し
て
い
る
。

崎
村
議
員　

国
が
市
町
村
に
交

付
税
と
し
て
財
政
措
置
し
た
図

書
購
入
費
を
他
の
目
的
に
利
用

し
て
い
な
い
か
。

久米島産のカブトムシ、クワガタムシの
保護対策について

県の指導を仰ぎながら、対応していきたい

学校図書館の図書整備について

国が定める標準冊数は、十分基準を満たしている
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平
良
議
員　

本
町
で
は
離
島
で

あ
る
が
故
に
若
者
の
島
離
れ
に

伴
い
、
出
生
率
の
低
下
な
ど
益
々

高
齢
化
に
拍
車
が
か
か
り
、
医

療
・
保
健
・
福
祉
の
需
要
が
高

ま
る
一
方
で
有
資
格
者
の
人
材

確
保
が
急
務
で
あ
る
。
高
齢
社

会
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、
看

る
人
、
看
と
ら
れ
る
人
の
バ
ラ

ン
ス
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
も
福
祉
の
仕
事
が
急
激
に
増

え
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
の
で

先
駆
け
て
そ
の
準
備
を
し
、
又

福
祉
現
場
で
の
有
資
格
者
の
知

識
が
質
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
も
な
り
、
町
民
に
も
福
祉

に
対
す
る
意
識
、
関
心
を
も
た

せ
る
為
に
も
、
ヘ
ル
パ
ー
養
成

講
座
の
開
講
計
画
は
な
い
か
、

伺
い
た
い
。

平
良
町
長　

本
町
で
は
医
療
等

を
含
め
福
祉
専
門
職
の
不
足
か

ら
、
各
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

が
図
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

福
祉
行
政
の
推
進
が
必
要
で
あ

り
沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合

の
介
護
事
業
メ
ニ
ュ
ー
等
で
ヘ

ル
パ
ー
養
成
講
座
の
開
設
が
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
く
。

平良義徳議員

ヘルパー養成講座の開講について

広域連合の介護事業等で検討

　

宮
田
勇
議
員

一
、
施
設
管
理
に
つ
い
て

一
、
観
光
名
所
の
整
備
に
つ
い
て

　

幸
地
良
雄
議
員

一
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
つ
い
て

　

上
里
総
功
議
員

一
、
島
の
学
校
あ
じ
ま
ー
館
に
つ
い
て

　

仲
村
昌
慧
議
員

一
、
民
泊
事
業
に
つ
い
て

一
、
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
に
つ
い
て

　

崎
村
正
明
議
員

一
、
久
米
島
産
の
カ
ブ
ト
ム
シ
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
保
護
対
策
に
つ
い
て

一
、
学
校
図
書
館
の
図
書
整
備
に
つ
い
て

　

平
良
義
徳
議
員

一
、
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
の
開
講
に
つ
い
て

　

饒
平
名
智
弘
議
員

一
、
小
中
学
校
の
用
務
員
廃
止
に
つ
い
て

一
、
堆
肥
工
場
に
つ
い
て

　

宇
江
原
総
清
議
員

一
、
鳥
島
射
爆
撃
場
の
早
期
返
還
と
自
衛
隊
問
題
に
つ
い
て

一
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
の
撤
去
と
こ
れ
に
伴
う
潮
防
備
保
安
林
の
植
栽
等

に
つ
い
て
（
河
川
問
題
を
含
む
）

一
、
赤
土
対
策
に
つ
い
て

一
、
町
立
中
央
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

一般質問通告一覧表
!

�

�

�

��������������������

��������������������
� �



久米島町議会だより　8

饒
平
名
議
員　

堆
肥
工
場
は
、

い
つ
か
ら
運
用
開
始
し
、
経
営

は
ど
こ
が
行
う
の
か
。
そ
の
経

営
計
画
と
採
算
は
採
れ
る
の
か
、

伺
い
た
い
。

平
良
町
長　

今
期
製
糖
期
か
ら

堆
肥
の
原
料
で
あ
る
ケ
ー
キ
ト

ラ
ッ
シ
ュ
や
家
畜
排
泄
物
等
を

受
け
入
れ
て
堆
肥
の
製
造
を
始

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
完
熟
堆
肥
の
販
売
に
つ

い
て
は
、
四
月
以
降
に
な
る
予

定
で
す
。
運
営
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
関
係
者
と

具
体
的
な
協
議
に

入
り
ま
す
が
、
採

算
が
取
れ
る
よ
う

運
営
し
て
い
く
計

画
で
あ
り
ま
す
。

饒
平
名
議
員　

町

長
は
採
算
の
取
れ

る
よ
う
に
運
営
し

て
い
く
と
計
画
で

は
言
っ
て
い
ま
す

が
、
バ
ー
デ
ハ
ウ

ス
や
あ
じ
ま
ー
館

み
た
い
に
赤
字
に
な
ら
な
い
よ

う
に
運
営
し
て
ほ
し
い
。
宜
野

座
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
資
料
に

よ
る
と
だ
い
ぶ
赤
字
で
あ
る
。

町
は
危
機
感
を
も
っ
て
採
算
の

採
れ
る
運
営
・
経
営
を
や
っ
て

ほ
し
い
。

平
良
町
長　

私
の
政
策
で
あ
る

循
環
型
の
社
会
を
つ
く
る
と
い

う
も
の
の
一
貫
で
も
あ
り
、
町

に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
施
設
だ
と
思
う
。

堆肥センター

饒
平
名
議
員　

小
中
学
校
の
用

務
員
廃
止
を
し
て
、
約
一
年
に

な
り
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
学
校
現
場
か
ら
の
意
見
を

調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。
こ

れ
ま
で
用
務
員
が
行
っ
て
い
た

仕
事
を
教
務
・
事
務
員
な
ど
が

や
っ
て
、
本
来
子
ど
も
た
ち
と

接
す
る
時
間
や
教
材
研
究
等
或

い
は
部
活
動
の
指
導
に
あ
た
っ

て
い
た
時
間
が
取
れ
な
く
な
っ

た
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
そ
の

こ
と
は
、
直
接
子
ど
も
た
ち
に

マ
イ
ナ
ス
を
も
た
ら
す
こ
と
と

思
わ
れ
る
。
今
後
、
改
善
す
る

考
え
は
な
い
か
、
伺
い
た
い
。

比
嘉
教
育
長　

昨
年
十
月
か
ら

学
校
用
務
員
を
廃
止
し
、
現
場

の
先
生
方
に
用
務
員
の
行
っ
て

い
た
業
務
を
お
願
い
し
た
こ
と

で
負
担
が
増
え
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
校
長
以
下
先
生
方
の
御

理
解
を
得
て
い
る
も
の
と
解
し
、

あ
え
て
学
校
現
場
の
意
見
等
の

調
査
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
今
後
に
お
い
て
も
財
政

が
好
転
し
な
け
れ
ば
用
務
員
配

置
は
厳
し
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

小中学校の用務員廃止について

用務員配置は厳しいものと考える

饒平名智弘議員

堆肥工場について

採算が取れるように運営していく
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宇
江
原
議
員　

陸
上
自
衛
隊
第

六
高
射
特
化
群
に
対
す
る
空
港

北
側
で
の
町
有
地
の
使
用
許
可

に
つ
い
て
、
町
長
は
議
会
に
説

明
し
た
上
で
私
の
判
断
で
使
用

許
可
を
行
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

議
員
に
知
ら
さ
れ
た
の
は
六
月

二
五
日
、
定
例
議
会
終
了
後
の

一
五
時
三
〇
分
頃
だ
っ
た
。
自

衛
隊
か
ら
使
用
許
可
申
請
が
提

出
さ
れ
た
の
が
六
月
二
日
、
議

会
に
事
前
に
説
明
し
た
と
の
ア

リ
バ
イ
づ
く
り
だ
。
議
会
で
の

質
問
の
機
会
を
与
え
ら
れ
な

か
っ
た
の
は
残
念
だ
。

仲
村
渠
総
務
課
長　

自
衛
隊
が

日
本
の
国
を
防
衛
す
る
た
め
に

配
置
さ
れ
、
そ
の
能
力
の
維
持

を
図
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
も

訓
練
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
特
に
そ
れ
が
町

民
に
と
っ
て
不
利
益
を
伴
う
も

の
で
な
け
れ
ば
当
然
国
民
と
し

て
町
民
と
し
て
協
力
が
必
要
。

宇
江
原
議
員　

コ
ン
ク
リ
ー
ト

護
岸
は
今
で
も
無
頓
着
に
造
ら

れ
続
け
て
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
護
岸
は
潮
害
の
大
き
な
要
因

で
あ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸

を
止
め
、
海
岸
線
を
も
と
の
砂

浜
海
岸
に
再
生
す
る
、
同
時
に

三
面
張
り
や
ケ
ン
チ
ブ
ロ
ッ
ク

の
河
川
を
も
と
の
河
川
に
戻
す

こ
と
が
大
事
。

平
良
町
長　

再
三
こ
れ
ま
で
答

弁
し
た
と
お
り
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
護
岸
と
潮
害
の
因
果
関
係
は

分
か
っ
て
い
な
い
。
三
面
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
河
川
に
つ
い
て
、

当
時
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
造

ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

宇
江
原
議
員
（
町
長
に
対
し
て

後
援
会
会
報
を
示
し
、
前
回
町

長
選
挙
公
約
の
一
つ
で
あ
る
冒

頭
の
内
容
を
確
認
し
）
町
長
も

平
良
朝
幸
後
援
会
の
会
報
で
あ

る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

平
良
町
長　

自
分
の
信
念
に
基

づ
い
て
や
っ
て
い
る
。
残
念
な

が
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
に
つ

い
て
は
、
当
時
そ
う
思
っ
て
い

た
と
い
う
事
を
理
解
い
た
だ
き

た
い
。
私
の
政
治
信
念
は
、
情

熱
、
信
念
、
実
行
と
、
こ
の
三

つ
の
言
葉
で
や
っ
て
い
る
。

宇江原総清議員

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
の
撤
去
に
つ
い
て

当
時
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て

　

造
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る

自衛隊問題について

国を防衛するために必要
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議　決　の　結　果

議決の結果議決年月日件　　　　　名議案番号

可　決平成２０年９月１２日沖縄県町村土地開発公社定款の一部変更について議案第２９号

可　決平成２０年９月１２日久米島町ふるさと寄付金積立基金条例について議案第３０号

可　決平成２０年９月１２日真泊カーフェリーターミナル条例を廃止する条例について議案第３１号

可　決平成２０年９月１２日平成２０年度久米島町一般会計補正予算（第３号）について議案第３２号

可　決平成２０年９月１２日平成２０年度久米島町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について議案第３３号

可　決平成２０年９月１２日平成２０年度久米島町老人保健特別会計補正予算（第２号）について議案第３４号

可　決平成２０年９月１２日スハラ地区２号調整池補修工事請負契約について議案第３５号

可　決平成２０年９月１６日久米島町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例について議案第３６号

可　決平成２０年９月１６日久米島町職員の育児休業に関する条例について議案第３７号

可　決平成２０年９月１６日久米島町地域集会施設及び農村公園条例の一部を改正する条例について議案第３８号

可　決平成２０年９月１６日
久米島町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて
議案第３９号

可　決平成２０年９月１６日久米島町付属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例について議案第４０号

可　決平成２０年９月１６日久米島町財政調整基金条例の等の一部を改正する条例について議案第４１号

可　決平成２０年９月１２日農林水産物集出荷貯蔵施設建築工事請負契約について議案第４２号

可　決平成２０年９月２６日カンジン貯水池周辺整備工事請負契約について議案第４３号

可　決平成２０年９月２６日久米島クリーンセンターごみ処理施設基幹改良工事請負契約について議案第４４号

可　決平成２０年９月２６日水槽付消防ポンプ自動車購入請負契約について議案第４５号

－平成２０年９月１６日平成１９年度沖縄県土地開発公社事業報告及び決算報告について報告第３号
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議決の結果議決年月日件　　　　　名議案番号

－平成２０年９月２６日平成２０年度の健全化判断比率及び資金不足比率の報告について報告第４号

認　定平成２０年９月２６日平成１９年度久米島町水道事業会計決算認定について認定第 1号

認　定平成２０年９月２６日平成１９年度久米島町下水道事業特別会計歳入・歳出決算認定について認定第 2号

認　定平成２０年９月２６日
平成１９年度久米島町農業集落排水事業特別会計歳入・歳出決算認定につい

て
認定第 3号

認　定平成２０年９月２６日平成１９年度久米島町一般会計歳入・歳出決算認定について認定第 4号

認　定平成２０年９月２６日平成１９年度久米島町国民健康保険特別会計歳入・歳出決算認定について認定第 5号

認　定平成２０年９月２６日平成１９年度久米島町老人保健特別会計歳入・歳出決算認定について認定第 6号

平成２０年９月２６日農業委員の推薦について

採　択平成２０年９月２６日ばい煙・粉塵・騒音等に関する要請決議について発議第 6号

平成２０年９月２６日閉会中の議員派遣について
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歳入歳出差引額歳　　出歳　　入会　　計　　別

34,2456,526,8266,561,071一 般 会 計

1,0661,287,1091,288,175国民健康保険特別会計

△ 19,5741,013,668994,094老 人 保 健 特 別 会 計

1,708280,387282,095下 水 道 事 業 特 別 会 計

804,2144,294農業集落排水事業特別会計

23,228221,697244,925水 道 事 業 会 計

40,7539,333,9019,374,654合 計

（単位：千円）


